
令和元年実施　町政懇談会の記録（北伊予校区）

地区名 開催日 大項目 小項目 質問・意見の要旨
回答等の要旨

（※対応予定及び対応済は、朱書きで入力）
担当課等

徳丸 7月9日
02道路・交
通・建物

筒井徳丸線
筒井徳丸線については、国道56号までの間を整備して
いるが、国道56号から東へ向けての整備はいつ頃にな
るのか。

筒井徳丸線は、起点を筒井地区の古城橋、終点を徳丸地区にある工業団
地付近として国道56号まで整備したが、国道56号から東側への延伸につ
いては白紙となっている。

まちづくり課

徳丸 7月9日
11文化・歴
史

歴史資料館

町には歴史資料館や美術館がないので、整備してほし
い。

資料館の設置については、設置の可否、及び設置する場合における整備
の視点（観光施設又は歴史的資料を後世に残す施設）、展示物の内容、費
用対効果、整備場所などを、文化財委員や町民の意見を聞いて検討した
い。

社会教育課

徳丸 7月9日 12その他 街灯
徳丸地区は街灯が少なく、冬期に学校から帰宅する時
間帯は通学路が暗い。街灯を計画的に整備できない
か。

夜間における通学路等が暗い場所については、職員が現場を調査し、区
長の了承を得て、今年度、27箇所に街灯を設置することとしている。それ以
外の場所で設置する必要がある場合は、区長から要望してほしい。

まちづくり課

中川原 6月18日 05子育て 遊具の設置補助

遊具を新設する場合については、10分の10の補助が
あるが、既存遊具の修繕についても同じ補助率にして
はどうか。

既存の遊具を撤去し、同等の遊具を設置する場合については、意見を参
考に補助事業を検討したい。
遊具の新設に対する補助については、平成29年度から令和元年度の３年
間に限定し、補助率を10分の10としたものである。令和２年度以降の補助
事業を検討した結果、遊具の新設及び既存遊具の修繕ともに10分の６の
補助率とした。

町民課

中川原 6月18日
02道路・交
通・建物

中川原橋北側の
工事

県道松山伊予線の中川原橋北側の工事が進捗してい
ないが、何が原因で進捗していないのか。
また、愛媛県は、原因に対する対策はとっているのか。

用地買収ができていないことから、工事が進捗していないと聞いている。
収用の手続を取っていると聞いているが、改めて、事業者である愛媛県に
確認する。
愛媛県に確認した結果、用地買収が進んでおらず、工事が進捗していな
い。
早期の用地買収を目指しており、予定通りに用途買収が進めば、令和２年
度までの完成を目指したいとの事であった。（R1.6.19）

まちづくり課

中川原 6月18日 12その他 ひょこたん池

ひょこたん池に観賞用として鮎を放流しているが、川鵜
が飛来し１週間程度で鮎を補食してしまう。
２ｍ間隔の支柱を立てナイロンテグスを張って対策した
いが、池を管理しているまちづくり課が危険であるとの
ことから認可してくれない。何か良い方法はないか。

まちづくり課で再検討する。
ひょこたん池は親水公園の一部であり、松前町都市公園条例により鳥獣類
及び魚介類を捕獲し、又は殺傷する行為は禁止しているが、池の中に入っ
て水や水生植物等と親しむことができる。
ナイロンテグスなどを張る行為は、中に入った子ども等が怪我をするおそ
れがあることから認可は出来ないが、代替の対策について協議に応じた
い。（R1.6.19）

まちづくり課

中川原 6月18日 12その他 ひょこたん池

ひょこたん池のシガラを改修すると聞いているが、具体
的にはどのようにするのか。
シガラを掘削すれば湧水が復活するのか。
また、ひょこたん池に導水するための町管理のポンプ
を改修する予定はあるか。

朽ちている木製のシガラの改修に併せて、シガラ内を掘削し、湧水を復活
させたいと考えているが、湧水が復活するかどうかは、実施してみなけれ
ば分からない。図面等ができれば大字に説明する。
また、町管理のポンプを改修する予定はない。

まちづくり課

中川原 6月18日 12その他 公民館設備
地区公民館にＷ-Ｆｉは設置しているのか、また地域の
公民館に設置してほしい。

地区公民館（東・西・北）には設置していない。地域の公民館については、
現在のところ考えていないが、要望が多く寄せられた場合は設置を考えた
い。

町民課
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令和元年実施　町政懇談会の記録（北伊予校区）

地区名 開催日 大項目 小項目 質問・意見の要旨
回答等の要旨

（※対応予定及び対応済は、朱書きで入力）
担当課等

出作 3月26日 01防災 防災訓練

災害時の対策、対応について、警察部局としても力を
入れていきたいと考えている。防災訓練などあれば参
加させてほしい。

町は、毎年9月の最初の日曜日に総合防災訓練を実施しており、消防団や
自主防災組織が参加している。是非参加いただきたい。
そのほか、各地区や施設等においても避難訓練や防災訓練などを実施し
ているので、地区や施設と連絡調整して参加いただきたい。

総務課

出作 3月26日 07高齢者
地域包括支援セ
ンター

地域包括支援センターがどんなものか知らないので広
報をしてほしい。

地域包括支援センターは、認知症対策、介護予防事業、地域包括ケアシス
テムの構築に向けた取組を行っている。あらゆる機会を捉えて、継続的に
周知したい。

健康課

出作 3月26日 07高齢者 認知症対策
認知症高齢者は人口の約５％程度と聞いたが、町の
認知症対策はどうなっているのか。

認知症対策は、認知症の原因によって対応が異なる。初期対応が重要で
あるため認知症初期集中支援チームを設置している。 健康課

出作 3月26日 08農業 街灯

県道八倉松前線に接している墓地の北側の農地を所
有しているが、ＬＥＤの街灯が田んぼを照らし、稲作に
支障を及ぼすおそれがある。遮光板の設置や角度を
変えることはきないか。

現場を確認し、遮光板の設置や角度を変えるなどの対応をしたい。
申出者と現場立会のうえ、街灯の角度を調整した。(R1.3.27)

まちづくり課

出作 3月26日 12その他 結婚支援
町の結婚支援の取組はどうか。 町は、松山広域市町との連携により婚活事業を実施しており、松前町を会

場とした事業は、年に1回開催している。松前町民が他市町の会場に参加
することもできる。

福祉課

神崎 5月15日
02道路・交
通・建物

交通安全対策
北伊予小学校前の道路は、30キロ規制であるが、速度
超過の車が多い。その対策として、トリックアートを施す
ことにより効果があるのでは。

意見として伺う。
町民課

神崎 5月15日 12その他 都市計画

国道56号の沿線は、市街化区域と市街化調整区域が
混在しているが、沿線の市街化調整区域を市街化区
域に編入できないか。
また、北伊予地区の人口が増加するように市街化調整
区域の一部を市街化区域にできないか。

愛媛県は、市街化調整区域の一部を市街化に編入するための線引きの見
直しを考えていない。大規模な開発をする場合は、その地区のまちづくりを
示した地区計画を策定するように指導されている。
松前町は環境が良いという話を多く聞く中で、市街化区域をやみくもに広げ
ると乱開発され、今の環境が大きく変化するおそれがある。また、市街化区
域になると固定資産税が高くなる。今後は、本当に必要な地区計画を策定
しながら、上手な土地利用をしたいと考えている。

まちづくり課

神崎 5月15日 12その他
国体記念ホッ
ケー公園

海外、全国から多くの人達がホッケー場を利用してい
る。松前町に宿泊施設が必要ではないか。

町内に宿泊施設がほしい思いはある。ただし、町が整備するのではなく、
来町者数の実績を伸ばし、多くの人に見ていただき、ビジネスチャンスと捉
えてもらった民間事業者の力を借りたいと考えている。

社会教育課

神崎 5月15日 12その他
国体記念ホッ
ケー公園

グランドゴルフで町民グランドを利用しているが、道具
を入れる倉庫が狭い。もう一つ設置してほしい。

グラウンドゴルフ利用者の代表者に対しては、利用の際の説明をし、理解
を得ている。新しい倉庫を置くことは考えていない。 社会教育課

神崎 5月15日 12その他 窓口対応
町民課の窓口対応が非常に良いので、担当課へ伝え
ておいてほしい。

担当課へ伝える。
町民課

神崎 5月15日 12その他 窓口対応

町民課の窓口を松山市のように土・日も開けられない
か。

住民票や印鑑証明等の各種証明等は、平日夜間や土・日でもコンビニで
交付できるようにしているため、そのような考えはない。コンビニ交付を受
けるめには、マイナンバーカードが必要であるため、取得手続を行ってほし
い。

町民課
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令和元年実施　町政懇談会の記録（北伊予校区）

地区名 開催日 大項目 小項目 質問・意見の要旨
回答等の要旨

（※対応予定及び対応済は、朱書きで入力）
担当課等

神崎 5月15日 12その他 福徳泉公園

昨年の町政懇談会において、福徳泉公園内に時計の
設置や駐車場のラインの引き直しを要望したが、どの
ようになっているのか。
また、公園内にストレッチができる大人用の器具を設置
してほしい。

時計の設置については、他の親水公園も設置してほしいとの要望があった
ことから、３箇所同時に設置することを検討したが、ひょこたん泉公園の「シ
ガラ」や福徳泉公園内の街灯の改修を優先させたことから実施に至ってい
ない。将来的には設置したいと考えている。
駐車場のラインについては、今年度中の対応を予定している。
また、大人用のストレッチ器具の設置は、前向きに検討したい。

まちづくり課

鶴吉 6月26日
02道路・交
通・建物

ひまわりバス
ひまわりバスの増便の考えは。 現在バス１台で運行している。増便するにはバスの台数を増やすしかない

が、利用状況や経費の面を踏まえ、増便は考えていない。 町民課

鶴吉 6月26日
02道路・交
通・建物

ひまわりバス
ジラソーレ前の停留所が危険である。役場へ相談に
行ったが無理と言われた。

停留所の場所を変更するに当たっては、地元において協議を行い、安全な
場所等が確保できれば対応する。 町民課

鶴吉 6月26日
02道路・交
通・建物

農道・農道橋

ホッケーグラウンドの東側にある通路は、高校生が通
学に使っているので、今後も確保してほしい。
また、通路の北にある橋が危険な状態であるので早め
に対応してほしい。

ホッケーグラウンドの東にある通路は農道であることから、今後も農道とし
て確保していく。
また、橋については農道橋であり、改修するためには土地改良事業で改修
することになるので、区長から正式に要望してほしい。

まちづくり課

鶴吉 6月26日 07高齢者 介護認定
介護認定調査に当たっては、家族等の心情に寄り添っ
てほしい。進行性の難病であるのに認定が下がること
があった。

介護認定は、介護の手間に要する時間で要介護度が決まる。身体状況や
認知状況の低下が要介護度に反映されない場合もある。家族の心情に寄
り添ってほしいという意見は、持ち帰って担当課に伝える。

保険課

鶴吉 6月26日 07高齢者 介護保険

ケアマネジャーの役割は何か。家族の精神的負担を理
解してほしい。

ケアマネジャーは、身体や認知の機能の現状や将来見込み、本人の希望
等を勘案して、医療と連携しながら介護サービスを調整する役割である。
家族の精神的負担は、ケアマネジャーに相談しても構わないし、保険課、
健康課でも相談は受ける。それぞれ専門機関等への照会もできるので、家
族が疲弊しないよう早めに相談をしてほしい。

保険課

鶴吉 6月26日 08農業 ９号幹線水路

９号幹線水路の改修工事の進捗状況はどうなっている
のか。
また、９号幹線水路から鶴吉地区内の水路に流れてい
る水の量は、約束の３㎥より多いのではないか。

９号幹線水路の改修工事費については、伊予市が本年度当初予算に計上
しており、今年の９月～10月頃に工事を発注をすると聞いている。工事完
了後は、経過を観察したい。
また、９号幹線水路から鶴吉地区内の水路に流れている水の量は、大雨
時にまちづくり課の職員が流量を確認する。
平成31年３月に量水表を設置したが、設置以降、大雨の発生がないので
確認できていない。

まちづくり課

鶴吉 6月26日 12その他 公民館設備
大字の放送設備（スピーカー）が２箇所に分かれている
ため、各所で放送しなければならない。無線で飛ばす
など何か良い方法はないか。

大字の放送設備は、町の防災行政無線とシステムが違うため、専門業者
に問い合わせていただきたい。 総務課

横田 5月21日 01防災 防災行政無線

防災無線が聞き取れない地区がある。鉄塔を建ててス
ピーカーの配備はできないか。

防災行政無線が聞こえない対策として、広報まさきのカレンダーの頁に電
話サービスの番号を載せている（961-7111）。また、平成30年度には、携帯
電話、スマートフォン、ホームページに一斉に防災行政無線の内容がプッ
シュ型で配信できるシステムを構築したので、是非、利用いただきたい。
後日、指摘された現場で、区長立会の下、聞き取りテストした結果、問題な
いことを確認。

総務課

横田 5月21日 01防災 避難所運営

３月の防災士フォローアップ講座に参加して、避難所が
パニックになることを実感したが、松前町の小中学校の
指定避難所は、教室の割り振りなどの青写真はできて
いるのか。

避難所については、避難所運営マニュアルである程度定めているが、教室
の割り振りなどまでは、決めておらず状況に応じた対応となってくる。災害
時は、自主防災組織が主体で避難者が避難所を運営することとなるため、
協力をお願いしたい。なお、小中学校の管理者とも災害時の対応につい
て、協議していきたい。

総務課
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令和元年実施　町政懇談会の記録（北伊予校区）
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回答等の要旨

（※対応予定及び対応済は、朱書きで入力）
担当課等

横田 5月21日
02道路・交
通・建物

農道の舗装

生活で利用している未舗装の農業用道路があるが、舗
装できないか。

毎年、大字から道路舗装などの要望が数多く出されており、その現場を視
察した上で対応の可否について回答をしている。
対応すると回答した案件でも、いまだ未対応の箇所も多くあることから、今
後の状況を見て判断したい。

まちづくり課

横田 5月21日 04環境 大谷川
愛媛県が管理している大谷川に生えている雑草やごみ
について、できるだけ早め対処してほしい。
また、対処する区間を広くしてほしい。

大谷川の雑草などへの対応については、毎年愛媛県に要望している。
愛媛県からは、今年度についても一定の予算が確保できたと聞いている
が、整備箇所については特定できていないとのことであった。

まちづくり課

大溝 4月18日 04環境 ごみ収集車 ごみ収集車の音量が小さい。 事業者に伝える。 町民課

大溝 4月18日 08農業
はだか麦プロジェ
クト

はだか麦プロジェクトを推進するために精麦機を購入
し、六次産業化を推進してはどうか。

過去に松前町産のはだか麦を売り出すため、庁内で精麦機の導入を検討
をしたが、松前町産として特定することが問題になったので実施に至らな
かった。はだか麦プロジェクトをどのように推進するかは、今後の課題とし
たい。

産業課

大溝 4月18日 08農業
はだか麦プロジェ
クト

はだか麦のお菓子を食べた方の血液検査を実施する
と聞いたが、詳しく知りたい。

町、愛媛大学、菓子メーカーで協定を結び、愛媛大学のノウハウを活用し
て、はだか麦を食べたときに健康にどのような効果があるのか分析する予
定である。詳細は今後協議する。

産業課

大溝 4月18日 09観光 はんぎりの広報
はんぎり指導者を育成し、全国に配置すれば、はんぎ
り競漕を全国に広報できるのではないか。

今後の参考にしたい。
産業課

大溝 4月18日 12その他 空家
町内に空家はどれくらいあるのか。
また、空家を売却して分譲すれば、人口増に繋がるの
ではないか。

町には300戸余りの空家がある。
今後、土地利用の在り方は、空家も含め検討する。 まちづくり課

大溝 4月18日 12その他 土地利用
市街化調整区域内に住宅を建設する場合には厳しい
制限があるが、町としてどのような緩和ができるのか。

国は、空家対策の一環として市街化調整区域の用途制限の緩和を考えて
いる。詳細は不明であるため、今後の状況を見ながら、町として何ができる
のか検討したい。町では緩和できない。

まちづくり課

大溝 4月18日 12その他
ホッケーの町づく
り

公共施設にホッケーの壁画を描いたらどうか。 おしゃれ予算の活用を検討したい。
社会教育課

大溝 4月18日 12その他 税務相談

消費税の増税により、売上高の計算方法が変わり、軽
減税率の導入により、帳簿への記載が複雑になる。農
家にとっては大変であるが、税理士などによる税務相
談を実施できないか。

持ち帰り税務課と検討したい。
国税局（税務署）において、５月末から９月下旬にかけて消費税軽減税率
制度説明会を複数回開催する予定としているので利用いただきたい。詳細
は、税務署のホームページを参照してほしい。（Ｒ1.5.7税務課確認）
令和元年５月８日、質問者に回答。質問者は、国税局(税務署)の説明会を
受講済み。

産業課
税務課

永田 4月24日 01防災 避難所のエアコン
小中学校の教室にエアコンが設置されるが、避難所と
なる体育館にもエアコンが必要ではないか。

体育館が避難所となった場合の冷暖房対策については、基本的にスポット
クーラーや暖房機などをレンタルして対応する方針としている。 総務課

永田 4月24日
02道路・交
通・建物

カーブミラー
永田交差点から北側にあるカーブミラーが曇っていて
見えにくいので、修繕できないか。

現場を確認して、担当に伝える。
4/26にミラーの研磨を行った。 町民課

永田 4月24日 03水道
水道事業の民営
化

国は水道事業の運営形態の一つとして、民営化も可能
と考えているようだが、松前町はどのように考えている
のか。

上水道は大切なライフラインの一つと考えていることから、水道事業の民営
化は考えていない。 上下水道課
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令和元年実施　町政懇談会の記録（北伊予校区）

地区名 開催日 大項目 小項目 質問・意見の要旨
回答等の要旨

（※対応予定及び対応済は、朱書きで入力）
担当課等

永田 4月24日 04環境 長尾谷川

県管理河川である神寄川は、カーブ部分に土砂が堆
積し、流れが悪くなっている箇所がある。愛媛県に対応
を要望したいが、どのようにすればよいのか。

町内には、愛媛県が管理する河川が数本あり、適切な管理をお願いしてい
るが、どの河川も予算の関係により十分な管理が行われていない状況であ
る。
場所を確認し、町からも要望する。また、大字から県に要望する場合、まち
づくり課で連絡先などを問い合わせてほしい。
要望済み。R1.5.7

まちづくり課

永田 4月24日 05子育て
放課後児童クラ
ブ

北伊予放課後児童クラブの支援員が少ないので、募集
を行ってほしい。

放課後児童クラブの支援員の配置は、基準を満たしているため、追加募集
は考えていない。 福祉課

永田 4月24日 06学校 学校設備
小・中学校に設置にするエアコンの電気代について、
保護者の負担はあるのか。

保護者負担はない。町が全額負担する。
学校教育課

永田 4月24日 08農業 農家の跡継ぎ
農家の高齢化が進んでいる中、後継者がいない農家
が増えている。そのような状況では、農地の管理がで
きなくなり農地が荒廃していくのではないか。

今後の集落内における農地の運用について、集落内の農家で計画する
「人・農地プラン」を策定することにより、行政から支援・指導を受けることが
できる。是非「人・農地プラン」を策定してほしい。

産業課

東古泉 6月25日
02道路・交
通・建物

道路構造等

滋賀県では、保育園児の列に車両が突っ込んで、幼い
命が犠牲となった。
県道八倉松前線の歩道が北伊予小学校の通学路に
なっていることから、歩道にガードレールを設置するよ
う愛媛県に要望してほしい。
また、歩道と車道境の縁石が低いと感じるが、基準は
あるのか。

ガードレールの設置については、愛媛県に要望する。
松前町内の通学路については、国、県、町、警察、学校等が安全点検を実
施し、必要があると判断した場合は対応方法を検討し、関係機関に対して
要望する。
また、内閣府などから、「未就学児が日常的に集団で移動する経路等の交
通安全の確保について」において、未就学児が日常的に集団で移動する
経路等を点検するよう通知があり、関係機関が合同点検を実施し、今年末
までに道路管理者が対策案を作成することになっていることから、点検結
果に基づく要望や道路管理者の対策案をもって愛媛県に要望していく。
また、縁石の高さについては、道路構造令等に規定されているのか確認し
報告する。
縁石の高さについては、愛媛県の「歩道の一般的構造に関する基準」にお
いて、15㎝～25㎝までと規定されている。

学校教育課
福　 祉　 課
まちづくり課

東古泉 6月25日
02道路・交
通・建物

道路の規制
通学路になっている県道八倉松前線について、通学時
間帯だけでも大型車両の通行規制はできないか。

県道八倉松前線については、主要幹線道路となっていることから、時間規
制は大変難しいと考える。

町　 民　 課
まちづくり課

東古泉 6月25日 04環境 長尾谷川

長尾谷川の除草については、今まで大字で実施してき
たが、昨年頃から法面付近の除草については松前町
が行い、それ以外の法面や河床等の労力がかかる部
分の除草を大字がすることになった。労力がかかる作
業を大字が担当するのはおかしくないか。

堤防の天端を町道に認定している場合は、道路管理者である松前町が町
道を管理する目的で天端周辺の除草をしている。
本来であれば、町道以外の部分は愛媛県が管理することになるが、大字
が愛媛県のアイリバー制度に登録していることから、町道以外の部分の除
草等は大字が行っている。
除草の範囲を変更したい場合は、愛媛県と協議してほしい。

まちづくり課

東古泉 6月25日 07高齢者
健康寿命のため
の先行投資

町の予算で民生費の占める割合が高く、その中身は医
療や介護、子育ての義務的経費が多いが、健康寿命
を延ばすための事業予算はどのくらいか。

事業費ベースでの回答は困難であるが、介護予防事業や健康体操などの
事業を実施している。事業の結果、松前町の要介護認定率は全国平均を
下回っており、愛媛県下では最も低い状況である。

保険課
健康課

東古泉 6月25日 10広報活動 町内資源の周知

松前町は、交通網等のインフラ面も良く便利である。産
業もバランスがとれている。医療も充実している。新規
事業だけでなく、今ある松前町の魅力も広報で継続し
て特集記事にしてはどうか。

掲載できるよう広報編集委員会等で検討する。
広報の特集記事については、町民と共有したいまちの課題や魅力などを
テーマに取り上げている。また、町民の目線でまちの魅力を掘り下げて伝
える掲載欄として、「松前の魅力伝え隊」を設けている。
今後も幅広い分野の魅力を取り上げることで、紙面を見た町民が地元の魅
力を発見・再発見できるような広報紙づくりに努める。

総務課
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令和元年実施　町政懇談会の記録（北伊予校区）

地区名 開催日 大項目 小項目 質問・意見の要旨
回答等の要旨

（※対応予定及び対応済は、朱書きで入力）
担当課等

東古泉 6月25日 12その他 空家

空家を撤去し更地にした場合は、固定資産税の課税標
準の特例が受けれなくなることから、撤去しない所有者
もいるのではないか。
空家を放置している場合は、更地と同様に固定資産税
の課税標準の特例が受けれないようにしたらどうか。

現在、空家等対策の推進に関する特別措置法に基づき、空家等対策計画
を策定しているところである。
今後、空家等対策計画に基づく特定空家等に認定した場合における固定
資産税の特例について関係課と協議をする。
地方税法第349条の３の２の規定により、特定空家等に認定し勧告を行っ
た場合は、固定資産税の課税標準の特例が受けられなくなる。

まちづくり課

東古泉 6月25日 12その他 財政の健全性

松前町は、東レやエミフルなどにより、財政が健全と思
われるがどれぐらい健全であるのか。

地方財政調整制度として、必要な額に不足分を国が補填する地方交付税
がある。本町の税収等による財政力指数は、県内市町の中では高位にあ
るが、指数が1.0を超えてないため、不足分について交付を受けている。地
方公共団体における財政の様々な指数を見ると、全て健全となっている
が、他市町と比べて厳しい点は、財政調整基金が少ないことである。

財政課

53件
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